
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年５月２９日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要： 

 

国内外の英語文学研究者（日本、韓国、中国、台湾、マレーシア、インド、トルコ、フィリ

ピン、シンガポール）と日本文学研究者が、研究課題について、英語論集（2007年、マレーシ

ア）と日本語論集（2008 年、日本）を出版し、国際会議（2008年、台湾）を行うことで、共同

作業による英語文学研究を推進する知的基盤を確立することができた。 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 6，400，000 0 6，400，000 

2006 年度 3，400，000 0 3，400，000 

2007 年度 3，500，000 1，050，000 4，550，000 

2008 年度 1，600，000 480，000 2，080，000 

  年度    

総 計 14，900，000 1，530，000 16，430，000 

 
 

研究分野： 人文学 

科研費の分科・細目： 文学 各国文学 文学論 

キーワード：英米文学、アジア、受容と変容、ポストコロニアル、翻訳、シェイクスピア 

 
１．研究開始当初の背景 

本研究は、科学研究費補助金（基盤研究
（C））（平成 13 年度～16 年度）「日本および
東アジアにおける英米文学の受容と変容（19
世紀・20 世紀）」（研究代表者：荒木正純）、
課題番号：13610682）の拡大発展を目指して
始まった。 
 

２．研究の目的 

 本研究の主な目的は以下の二点である。 

(1) 国内外における研究者同士のネットワー
クの拡大 

(2) 日本文学や英文学といった分野の垣根を

越えた学際的共同研究の模索 

 

３．研究の方法 

 基本的には、各研究分担者が本研究課題を
意識して独自に研究を行い、その成果は 4 で
詳述した日本語・英語論集や国際学会などで
発表した。このようにして、分担者同士が研
究成果を共有し、相互に議論をおこなった。 

 

４．研究成果 
 本研究の主要な成果としては、以下の三点
を挙げることができる。 

(1)Araki, Lim, Minami, Yoshihara eds., 
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English Studies in Asia (Malaysia: 
Silverfish Books, 2007)を出版したこと。 
(2)筑波大学文化批評研究会編『テクスト
たちの旅程――移動と変容の中の文学』
（花書房、2008 年）を出版したこと。 
(3) 国 際 学 会 Reception and 
Transformation of American and English 
Literature in Asia (September 26-7, 
2008)を、筑波大学と国立台湾大学との共
催にて開催したこと。 
 

 (1)と(3)によって、国内外の英語文学研究
者同士のさらなる共同研究を可能にする基
盤を構築することができた。しかし、本研究
に参加した日本文学研究者と英語文学研究
者の共同研究や、日本文学研究者による本研
究課題の理論的検討については、(2)の出版
においてその萌芽を認めることができるの
みであった。 

今後は、真に学際的な研究を実現するため、
例えば連名にて論文を執筆するといった、文
学研究においてはほとんど行われない作業
を可能にする場を作り上げる必要がある。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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査読有、2009年 
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査読有、37-40頁、2008 年 
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年 
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査読無、2005年 
 
⑨大熊榮「サルマン・ルシュディとファン
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①日比嘉高「アメリカへ渡る法――明治期
の北米移民送出言説」、筑波大学総合文学
領域国際シンポジウム  「帝国の学知
と表象――朝鮮、台湾、北米」、筑波
大学、 2009 年 2 月 21 日 
 
②中根隆行「「満鮮」観光における朝鮮の位
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朝鮮、台湾、北米」、筑波大学、 2009
年 2 月 21 日 
 
③ Akiko Takamori, “The Place of 
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of American and English Literature in Asia, 
National Taiwan University (Taiwan), 
September 26, 2008 
 
④ Hajime Saito, “Dublin-Nemuro: On 
Yanase Naoki’s ‘Japanese’ Translation 
of James Joyce’s Finnegans Wake,” 
Reception and Transformation of American 
and English Literature in Asia, National 
Taiwan University (Taiwan), September 26, 
2008 
 
⑤Yukari Yoshihara, “Which is global, 
Shakespeare or Manga?” Reception and 
Transformation of American and English 
Literature in Asia, National Taiwan 
University (Taiwan), September 26, 2008 
 



 

 

⑥Ryuta Minami, “‘Thou doth here usurp 
the name thou ow’st not’: Recreating 
Shakespearean Characters in Japanese Pop 
Culture,” Reception and Transformation 
of American and English Literature in Asia, 
National Taiwan University (Taiwan), 
September 27, 2008 
 
⑦鶴田学「1599 年の『ジューリアス・シー
ザー』―舞台上の民衆と土間の民衆」、日本
英文学会第 80 回大会、広島大学東広島キ
ャンパス、2008 年 5 月 25 日 
 
⑧ Tomoko Shimizu, “Who is Stealing My 
House?”, Entitled: The Photography/Text 
Interface in Japan and Beyond, University 
of Tronto (Canada), May 3 2007 
 
⑨ Yukari Yoshihara, “Shakespeare 
Localised / Japanised in the Age of 
Globalisation,” The Eighth World 
Shakespeare Congress, University of 
Queensland (Australia), July 18, 2006 
 
 
〔図書〕（計 6 件） 
 

①荒木正純『芥川龍之介と腸詰め――「鼻」
をめぐる明治・大正期のモノと性の文化誌』
悠書房、全 296 頁、2008 年 
 
②筑波大学文化批評研究会編『テクストたち
の旅程――移動と変容の中の文学』花書房、
全 329頁、2008 年 

吉原ゆかり「英語で書かれた文学のインタ
ーカルチュラルな〈移動〉――科学研究費
補助金研究課題「アジア（含むオーストラ
リア）における英米文学の受容・変容（一
九～二一世紀）活動報告」（14-28 頁）、日
比嘉高「移植樹のダンス――翁久允と「移
民地文芸」論」（46-45頁）、荒木正純「「羅
生門」胚胎と明治期の「さびれ」言説――
「大川の水」「松江印象記」「大窪だより」
「日和下駄」を中心に」（236-73頁）、中根
隆行「北海道のロビンソンたち――開高健
『ロビンソンの末裔』と開拓農民をめぐる
物語」（289-303 頁）、齋藤一「売買川走」
（304-13 頁）、浜名恵美「現代（日本）演
劇における移動と変容――平田オリザ作
『ソウル市民三部作』、野田秀樹作『The 
Bee』、三谷幸喜作『笑いの大学』に関する
考察」（314-27頁）、他 1１名 

 
③ Araki, Lim, Minami, Yoshihara eds., 
English Studies in Asia, Malaysia: 
Silverfish Books, 全 251頁, 2007 
 

Yukari Yoshihara, “The Past, the 
Present and the Future of the project, 
‘English Studies in Asia’ 
(introduction)”[pp.9-23] 、 Masazumi 
Araki, “How a sausage-like nose of a 
priest was conceived,”[pp.24-34] 、 
Ryuta Minami, “‘No Literature Please, 
We’re Japanese,’: The Disappearance 
of Literary Texts from English Classroom 
in Japan,”[pp.145-165]、Hajime Saito, 
“Let Us Open Our 
Paragraph,”[pp.180-90]、他 12人 

 
④加藤行夫「シェイクスピアの悲劇」（83-96
頁）、日本シェイクスピア協会編『新編シェ
イクスピア案内』研究社、全 246頁、2007年 
 
⑤齋藤一『帝国日本の英文学』人文書院、全
202頁、2006年 
 
⑥ Ian Carruthers, ed., Reading Suzuki 
Tadashi’s The Chronicle of Macbeth in 
Australia、筑波大学比較文学研究会、全 154
頁、2006 年 
 

〔その他〕 
 
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム Reception and 

transformation of American and English 

Literature in Asia のホームページの URL 

 

 http://www.lingua.tsukuba.ac.jp/~rtelat/ 
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